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多種の表示デバイスへ適応可能なコンテンツ中間表現形式の提案 
 

渡部 聡彦、中川裕志 
 

東京大学 情報基盤センター 
 

 携帯電話に代表されるインターネットアクセス手段の多様化に伴い、既存の情報コンテンツもそれらの
表示デバイスに対応させねばならない。しかし表示デバイスの発達は著しいため、表示デバイスの変化に
対応できる変換システムが必要である。また、変換後の可読性にも問題がある。本研究では多種類の表
示デバイスに対して可読性の高い内容表示を可能とすることを目的として、コンテンツ変換過程をコンテ
ンツ依存部とデバイス依存部に大別し、それらの間を結ぶコンテンツのXMLベースの中間表現形式の提
案を行う。また、静的なものだけではなく動的なコンテンツも含めた変換上の問題点を考慮した同中間表
現の変換方法について述べる。 
 
 
 

A proposal of intermediate contents description to cope with various 

kinds of information display device 
 

Toshihiko WATANABE, Hiroshi NAKAGAWA 
 

Information Technology Center, The University of Tokyo. 
 

There are many methods to access the Internet. Therefore, legacy contents should be able to be 
displayed on those information terminals in readable form. Owing to the rapid progress of information 
terminal devices, we should convert these contents by automatic conversion system, which can cope 
with various types of individual device.  

In this paper, in order to display contents on various devices properly and in easily comprehensible 
form, we propose an intermediate description based on XML, which can automatically be converted into 
Hypertext Document for handheld devices. 
 
 
 
１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 各種の携帯端末の発展を受け、携帯端末向け
コンテンツが人手で作成されている。しかし、主と
してラップトップあるいはデスクトップＰＣの画面向
けに構成された既存のコンテンツはそのままでは
携帯端末表示に適さず、内容理解が不可能な場
合さえある。人手による既存コンテンツの作り変え
は、携帯端末の小画面上において可読性のよい
コンテンツを提供するが、作成するための人的・
時間的コストが大きい。その上、検索システムの結
果など、予めそのデータサイズなどの性質が分か
らないコンテンツでは、表示されるコンテンツが生
成される都度、携帯端末向けの表示にオンライン
で変換しなければならない。このような状況にお
いて、既存の情報コンテンツを携帯端末向けに変

換するシステムが必要とされている。 
一方、ハードウェアの発達による小型ディスプ

レイの解像度の向上やデジタル放送等、表示デ
バイスの多様化は著しい。それらの多種のデバイ
ス毎に変換ソフトを開発することは、多大な労力を
必要とする。さらに、表示されるコンテンツの種類
はますます増えている。個別のコンテンツを多種
のデバイスへの表示するために変換するソフトを
開発するとなると、コンテンツの種類数とデバイス
の種類数を掛け合わせた数の変換ソフトを開発せ
ねばならず、経済的な問題も研著である。したが
って、特定の表示デバイスの性能にとらわれること
なく、表示デバイスの変化に対応できる変換シス
テムが必要である。 
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 複数の表示デバイスに対するコンテンツ表示方
法としては、XML による内容表記を XSLT によっ
てデバイスにあわせて変換する One Source Multi 
Device 型の手法が広まっている[4]。しかし、この
手法は元コンテンツ自体が XML である必要があ
るため、既存の html コンテンツの変換には向いて
いない。また、XSLT は目的とする表示コンテンツ
に依存するものであるため、別種のコンテンツに
対しては新たに構築する必要がある。 

このような状態（図１左）は図１右側に示す中間
表現を導入することによって本質的に解決できる。
この場合、コンテンツの変換に必要なのは個別コ
ンテンツを中間表現に変換するソフトと中間表現
を個別デバイス向けに変換するソフトである。した
がって、コンテンツの種類数とデバイスの種類数
を足した数の変換ソフトを開発すれば良い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 複数のデバイスに向けたコンテンツ変換 

 
２２２２    変換における問題点変換における問題点変換における問題点変換における問題点    
過去の実験やシステム構築の経験から、携帯端
末向けにコンテンツを変換する際には以下の問
題があることが判明している[1][5][6]。 
 
2.1 2.1 2.1 2.1 表示の実現に関わる問題表示の実現に関わる問題表示の実現に関わる問題表示の実現に関わる問題    
 根本的にデバイスで表示可能であることは大前
提である。代表的なものは対応しているマークア
ップ言語自体の違いによる実装されている機能・
書式の差やハードウェア性能による扱えるデータ
量やデータフォーマットの差などである。 
    
2.2 2.2 2.2 2.2 利用性・可読性に関わる問題利用性・可読性に関わる問題利用性・可読性に関わる問題利用性・可読性に関わる問題    
携帯端末等においては、単純に文章を表示した
場合においても、 
・単語や熟語等が行の折り返しにより頻繁に分断
される 
・行の折り返しに隠れてしまうために本来の改行
や段落の切れ目がわからない 
・必要な情報がどこにあるかわからない 
などの可読性の低下が問題となっている。 
また、行の折り返しに伴い、必要な情報に到達す
るまでの操作量の増大や所要時間の増加という
操作性の低下も問題である。 
 

2.3 2.3 2.3 2.3 動的コンテンツに関わる問題動的コンテンツに関わる問題動的コンテンツに関わる問題動的コンテンツに関わる問題    
 検索システムなどは、その表示内容やデータ量
は一定ではない。このようなコンテンツを以下では
動的コンテンツと呼ぶ（これに対して、内容が固定
されたコンテンツを静的コンテンツと呼ぶことにす
る）。動的コンテンツにおいては、以下のような問
題が観察される。 
 
2.3.12.3.12.3.12.3.1    各要素の表示各要素の表示各要素の表示各要素の表示////非表示及び表示分割位置非表示及び表示分割位置非表示及び表示分割位置非表示及び表示分割位置
の変動の変動の変動の変動    
 検索システム等では、“一回に表示される検索
結果の件数は一定”という状態が当然となってい
る。しかし、各検索結果の 1 件毎のデータ量は当
然異なる。それに加えて、検索結果以外の部分が
要求するデータ量も毎回異なる。 
 したがって、携帯端末の小さな上に検索結果の
ような列挙型の項目を表示する場合、一回あたり
の表示件数＝表示内容の分割位置も毎回変動
する。 
 これらは検索システム等を変換する場合に統一
されたインターフェースとしての一貫性が保たれ
ないため、ユーザビリティの低下につながると予想
される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 列挙型項目の表示件数の変動 
 
2.3.22.3.22.3.22.3.2    変換前後の分割位置の不一致変換前後の分割位置の不一致変換前後の分割位置の不一致変換前後の分割位置の不一致    
 検索システム等では、“X ページ中 Y ページ”と
いう記述を目にする。また、“Z ページ目に移動”
するためのリンク機能も日常的な機能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 分割位置の変動 
 

 しかし、当初の対象とは異なる表示デバイス向
けに変換を行うと、前述のように各要素のデータ

研究会Temp 
－64－



 3 

1ページ

１：所蔵１
２：所蔵２
３：所蔵３
４：所蔵4
５：所蔵５

１：所蔵１
２：所蔵２
３：所蔵３
次へ

４：所蔵4
５：所蔵５
－－－－－－
６：所蔵６

前へ｜次へ

変換前 変換後

2ページ

６：所蔵６
７：所蔵７
・
・

３件毎に
固定して
変換

６件目の情報は
変換前には
載っていない
→２ページ目を
読まないと
いけない。

PC用コンテンツ

41
・
60

21
・
40

1
・
20

携帯向け表示

1・・5

6・・10

11・・15

16・・20

意味的な
まとまり
1
・
・
100
・

コンテンツをＰＣ向けに
分割・変換したもの

ＰＣ向けデータを元に
構成するが、表現すべきは

元コンテンツ

量の変動に伴って変換後のコンテンツ分割位置
は変化する。 
 その結果、現在表示している部分がコンテンツ
全体のどの位置（何ページ中の何ページ目等）な
のかを特定・変換できない。 
 同様に、前後あるいは Z ページに移動するよう
なリンク機能を保持する場合、移動先の特定が困
難である。 
 もちろん、何らかの方法で分割位置を一定件数
おきに設定することも考えられる。その場合、人為
的に設定せずにデータ量等から表示件数を計算
するべきであろう。しかし、その結果として検索結
果の例でいえば変換前は１０件づつだが変換後
は３件づつといったように変換前後で分割位置が
食い違うことも考えられる。 
 この場合、変換後の４ページ目（10-12 件目）を
出力するには変換前の１ページだけではなく２ペ
ージにもアクセスする必要がある。 
 同様のことは画像や音声も含めた変換を考える
場合にも当てはまる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4. 分割位置の不一致 
 
2.42.42.42.4    コンテンツとコンテンツとコンテンツとコンテンツと PCPCPCPC 向け出力の区別向け出力の区別向け出力の区別向け出力の区別    
 上記の問題でわかるように、コンテンツを変換す
る際に、変換前の単一の html 出力のみでは、変
換後のコンテンツは生成できない。これは、ＰＣ上
に表示される html 出力もまた分割されたものでし
かないことを改めて示唆している。すなわち、コン
テンツを現実には“ＰＣというデバイス依存”（ある
いは“利用者の主観というユーザ依存”）の処理に
よってコンテンツを分割したものが PC 向けの html
出力である。 
可読性の問題についても同様である。ＰＣ向け

の表示においては、表示要素を画面中央等の目
立つ位置に配置することにより重要性を表現する
ことがある。そのようなコンテンツを携帯端末の小
さな画面でそのまま表示すると、表示位置が大き
く変わり、当初の目論見は達成できない。 

このような重要な要素の表示位置の差なども、
既存のコンテンツがＰＣというデバイス向けに変換
されたものであることの現れである。 
これまで、変換元となるＰＣ上の HTML と“コン

テンツ”を明確に区別せず、ほぼ同一視してきた。 
しかし、今後はそれを意識的に区別する必要があ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5. ＰＣ向け表示とコンテンツ？ 

 
3333    コンテコンテコンテコンテンツ変換手法の提案ンツ変換手法の提案ンツ変換手法の提案ンツ変換手法の提案    
3.1 3.1 3.1 3.1 基本的な構成基本的な構成基本的な構成基本的な構成    
 情報コンテンツを別種の表示デバイス向けに変
換する処理は、内容の認識と認識した内容の表
示に大別される[1]。しかし、複数の表示デバイス
への対応を考慮する場合にはそれに加えて、 
・表示内容の認識や全体的な書式設定などのコ
ンテンツ依存の処理 
・表示要素の決定やマークアップ言語の変換など
表示デバイス依存の処理 
という視点から処理を分類する必要がある。 
 デバイス依存の処理はさらに、デバイスの扱える
データサイズや、画面サイズ、マークアップ言語
等に依存する部分に分類可能である。1 
 これらの元に、実際に行う処理を整理した結果
を表１に示す。 
 

表１. 変換処理過程の分類 
認識：コンテン
ツ依存 

タグ・段落規模の文書構造の分離と階層化 
行・文以下の規模の文書構造中に含まれる単
語・概念の階層構造認識とその改行処理の準
備 
 
各部分に対する重要度設定 

表示：コンテン
ツ依存 

認識された各要素に対する 
デバイスの標準データサイズ 
画面サイズ（文字数・画素数）に対するペー

ジング・表示/非表示・表示面積圧縮などの処
理の発動条件を記入 

データ
サ イ ズ
依存 

表示・非表示の判定と非表示項目の削除 
項目別・件数別の表示切り分けの判定とそれ
らの処理 
 
データ総量削減のための要約処理 

画面サ
イ ズ 依
存 

表示面積の縮小判定（実際のタグ等の挿入は
言語依存部で行う） 
 
可読性向上のための各種改行・言い換え 

表
示：
デ
バ
イス
依
存 

マ ー ク
ア ッ プ
言語依
存 

リンク機能・表示面積縮小・単純テキスト部分
等の指定を各言語のタグ等に書き換え 

 

                                                   
1 フォントやレイアウト等、これらの複数や視力等ユーザに
依存すると思われる要素も存在するが、現状では明確に区分
していない。 
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7 .2

1ページ目
平 均：4 .4

２ページ目
平 均：10

修 正 例 ：
8 .1

変換後コンテンツ

❙コンテンツ依存の処理

中間表現１：
要素１、要素２、要素３、…

❙デバイス依存の処理
❘分割前処理

❘分割後処理

変換前コンテンツ

キャッシュ：中間表現２

最後まで変換さ
れた各要素

実際のデータ量から
分割位置を計算

各要素に標準的な
データ量を設定
（適宜更新）

標準データ量から
表示分割位置を
決定・記述

標準データ量法

フィードバック法

↓
変 換後 コンテ ンツ

❙コンテンツ依 存 の処 理
↓

中 間表 現 （１）
↓

❙デ バイス 依存 の 処 理
❘常 に 同 じ処 理 の 部 分

❘毎 回 変 わ る部 分 ：表 示 件 数 の 制 御 等

変 換前 コンテ ンツ
↓

→ キ ャッシュ ：中 間 表 現 ２
　　　↓

3.2 3.2 3.2 3.2 動的なコンテンツに対する処理手法案動的なコンテンツに対する処理手法案動的なコンテンツに対する処理手法案動的なコンテンツに対する処理手法案    
 表 1 は基本的な変換の処理を示している。それ
に加えて動的なコンテンツにおける問題点に対処
するために、さらに以下のような手法が考えられ
る。 
 
3.2.1 3.2.1 3.2.1 3.2.1 中間キャッシュによるコンテンツ分割位置の中間キャッシュによるコンテンツ分割位置の中間キャッシュによるコンテンツ分割位置の中間キャッシュによるコンテンツ分割位置の
保存保存保存保存    
 PC 向けの html 出力がコンテンツ全体ではなく、
出力される各要素のデータ量も毎回異なるため、
PC 向けの出力単独からではコンテンツ中の現在
の表示位置及び分割された表示の前後関係を特
定することはできない。これらの位置関係を特定
するためには、表示を分割した位置を保存する必
要がある。 
 しかし、コンテンツの分割位置は、デバイス毎の
性能に依存して変化する。したがってコンテンツ
依存部分の結果として出力される中間表現では、
分割位置に関する情報は含まれていない。 
 そのため、デバイス依存の処理を 
・分割以前に行うべき処理（表示/非表示の判定
等） 
・分割後に行う処理（具体的な表示の作成） 
に分割し、分割位置を特定し保存するための第２
の中間表現を作成し、それをキャッシュとして利用
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6. 2 段階の中間表現によるキャッシュ 
 
 キャッシュ自体をＰＣ向けの 1html 出力毎ではな
くコンテンツ全体で共有することにより、分割・表
示位置を余計な再計算を必要とせずに特定可能
である。 
 
3.2.23.2.23.2.23.2.2    分割位置の決定分割位置の決定分割位置の決定分割位置の決定    
 コンテンツの分割位置を決定するにはコンテン
ツ中の各要素の表示に必要なデータ量を見積も
る必要がある。 
 
3.2.2.13.2.2.13.2.2.13.2.2.1    標準データ量法標準データ量法標準データ量法標準データ量法    
 コンテンツ依存の認識・書式設定を行う際に各
要素に対して“標準的な”データ量を定義・設定
する。 
 この方法の利点は各項目に対して与えられるデ
ータ量を常に一定として扱うため、表示/非表示の

判定やコンテンツ分割位置が一定になることであ
る。 
 しかし、標準データ量はコンテンツ依存の段階
で与えるヒューリスティック値でしかない。したがっ
て、内容自体のデータ量はそれとは異なるもので
ある。それに加えて附録３と附録４の⑤のように、
同じ記述を変換しても、実際の表示量は各表示
デバイスに依存して変化する。したがって実際に
表示するデータ量とは表示項目の内容以外の原
因による誤差が生じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7. 標準データ量法とフィードバック法 
 
 また、最初に設定した標準データ量がそのコン
テンツの実態を表現しているとは限らない。したが
って標準データ量を適宜補正する必要がある。 
 しかし、標準データ量の目的はインターフェース
の一貫性の保持にある。したがって、“同一コンテ
ンツ”を表示している間は同一値のままで変換を
行わせる必要がある。 
 したがってシステム内での標準データ量の更新
と各利用者の標準データ量を別個に保持する必
要があると思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8. 標準データ量の更新 
 
そのほかにもコンテンツを変換した結果デバイス
が扱えるデータ量を超えてしまった場合の処理な
ど、今後考慮すべき点も多い。 
 さらに、本来であれば標準データ量法を行うた
めには認識されたすべての表示要素に対して標
準データ量が設定されていなければならない。標
準データ量のない項目があれば、その項目のデ
ータ量はわかっても、それに対して割り当てられる
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データ量が特定できないためである。 
 コンテンツの種類の増加や複雑化を考慮するな
らば、すべての項目に対して標準データ量を設定
するための簡便な書式設定方法を必要とする。し
かし現在の実装では認識・書式設定の処理にお
いて標準データ量の設定は簡便ではない。 
 
3.2.2.23.2.2.23.2.2.23.2.2.2    フィードバック法フィードバック法フィードバック法フィードバック法    
 標準データ法ではコンテンツに依存する標準デ
ータ量とデバイスに依存する実際のデータ消費量
との間の差が問題となる。そこで、コンテンツを構
成する各要素に分割し、それらを単独で変換する
ことで実際の表示データ量を取得し、その結果を
必要データ量としてフィードバックすることを考え
る。 
 この方法の利点はデバイス毎の表示変動量に
対して確実なデータ量が分かることである。加え
てキャッシュの書式として適切なものが提案でき
れば要素毎の変換結果そのものも含めてキャッシ
ュすることが可能となる。したがって２回目以降の
アクセス処理を大幅に短縮する可能性があること
である。 
 また、実測値を基準とするので、“標準データ
量”を設定・修正させる必要がなくなる。 
 しかし、フィードバック法では同一項目に必要な
データ量は統一されない。したがって、全コンテン
ツ中での分割位置は固定・保存されるが、１回毎
の表示判定や分割位置が固定されない。そのた
め本来の目的の一つであるインターフェースの一
貫性が保持できない。 
 
4 4 4 4 変換の実例変換の実例変換の実例変換の実例    
 中間表現を用いた変換の実例を示す。 
 附録１に文献検索システムの検索結果とそのソ
ースの一例を表示する。このhtmlを中間表現を用
いて変換する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9. 検索システムの変換例,左：ＰＣ版、 
右上：i モード、右下：ezWEB 

 
 中間表現の作成に際し、内容の認識について
は現状では手書きのパターンマッチで行っており、
汎用的なものではない。しかし、同一システムによ
る検索結果はリアルタイムに変換・表示が可能で

ある。2 
 附録１の html は、附録２に示す中間表現を経て、
i モード及び ezWEB 向けの出力として附録３、附
録４に示す c-html3及び HDML が得られる。 
 以下に中間表現の概要とそれによる変換結果
の対応を示す。 
 
4.14.14.14.1    主にデバイスのデータ量に依存する処理主にデバイスのデータ量に依存する処理主にデバイスのデータ量に依存する処理主にデバイスのデータ量に依存する処理    
4.1.1 4.1.1 4.1.1 4.1.1 表示表示表示表示////非表示の判定非表示の判定非表示の判定非表示の判定    
 附録１の①、②は中間表現において附録２の①、
②のように表記されている。附録２の minimum_cap、
と max_cap のオプションは「デバイスの扱えるデー
タ量がオプションによる指定データ量(KB)以上/
未満の場合のみデバイスに表示」することを指定
している。 
そのため、附録３、附録４で②は表示されているが、
①は表示されていない。 
 
4.1.2 4.1.2 4.1.2 4.1.2 表示順序の制御表示順序の制御表示順序の制御表示順序の制御    
ＰＣ向けの表示で利用者の目に止まりやすい表示
位置の一つは画面中央である。しかし携帯端末
では出来るだけ先頭に表示するほうが利用者に
は分かりやすい。そのため、附録２の⑧に示すよう
にコンテンツ中の各項目に対して“表示位置の
“重要度を Priority オプションで指定する。この機
能によって附録１の⑧と附録３及び附録４の⑧で
は表示順序が異なる。 
 
4.1.3 4.1.3 4.1.3 4.1.3 列挙型項目の表示分割（標準データ量法）列挙型項目の表示分割（標準データ量法）列挙型項目の表示分割（標準データ量法）列挙型項目の表示分割（標準データ量法）    
 附録１の⑤は検索結果を列挙している部分であ
る。中間表現では附録２の⑤になる。ここで指定さ
れている cut_pageオプションとデバイスの扱えるデ
ータ量によってコンテンツの分割表示を行うかどう
かを決定する。一回に表示するデータ量は 
def_size オプションによって指定された標準データ
量から計算される。その結果、附録 3 の⑤では 10
件ずつだが、附録４の⑤では 3 件ずつの表示とな
っている。 
 また、各表現の④はいわゆる“前後のページ”に
移動するためのリンクである。これは表示の分割
方法によって移動先が異なる。さらにシステムの
実装方法によっては分割件数によってＵＲＬ自体
を書きかえる必要がある。そのため、通常のリンク
と区別して扱う必要がある。そのため附録２におい
て page_link タグで表現することによって通常のリ
ンク表現と区別されている。 
 附録１の③に記述されている総ページ数及び現
在のページ数も、コンテンツ変換時には問題とな
るため、正しく認識できなければならない。これら
は附録２の③の page_area タグ内のように表現され

                                                   
2 添付した例は標準データ量法の検討版によるものである。その

ため、必要最小限の個所にのみ標準データ量を設定し、利用可

能なデータ量は安全率を多く取ることで対応している。 
3 実装に際して表示に影響しないタグをあえて削除しているため、

<html>タグや<body>タグ等を記述していない。 
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１：書名“データ“
２：書名“情報”
３：書名“Info”
４：書名“情報２”
５：書名５

検索語：情報情報情報情報
検索語：情報情報情報情報
１：
２：書名“情報”
次へ

検索語：情報情報情報情報
３：
４：書名“情報２“
前へ｜次へ

変換前 変換後

検索結果なのに
表示されない？

変換

“情報”が重要語？

る。今回の例では標準データ量法を用いているた
め、一回毎の検索結果表示件数は固定されてい
る。そのため、附録３や附録４のような書き換えが
可能である 
 
4.1.4 4.1.4 4.1.4 4.1.4 大項目の表示分け大項目の表示分け大項目の表示分け大項目の表示分け    
 附録の実例には該当個所がないが、同一項目
ではなく、異種の項目毎に表示を分割する場合
には、mode_linit オプションを定義することにより表
示デバイス毎に分割を行うかどうかを判定する。 
 
4.24.24.24.2    主にデバイスの画面サイズに依存する処理主にデバイスの画面サイズに依存する処理主にデバイスの画面サイズに依存する処理主にデバイスの画面サイズに依存する処理    
4.2.1 4.2.1 4.2.1 4.2.1 表示面積の縮小表示面積の縮小表示面積の縮小表示面積の縮小    
附録１の⑦は文献検索の結果である書名である。
書名や著者名は言い換えによる短縮化を行うわ
けにはいかない。しかし、単純にテキストとして表
示すると携帯端末の画面では一件毎の結果が多
くの行にわたって表示されてしまう。そのため、操
作量や可読性に問題が生じる。 
 このような場合、テキストとしてのデータは削減
せず、表示範囲を小さくすることで、文章全体の
概観が容易になる。 
 comp_row_limit オプションにより、画面の行数が
指定の行数以下である場合には、附録３の⑦や
附録４の⑦に示すように textarea タグの流用や文
頭を残して他の部分を別のカードに移動するなど
の処理を行う。 
二段階中間表現において、あるいはデバイスによ
らず圧縮する場合には 
 
<compress> 
 <rows>1</rows> 

<cols>11</cols> 
内容 

</compress> 
 
の様に指定する。 
 
4.34.34.34.3    マークアップ言語への変換マークアップ言語への変換マークアップ言語への変換マークアップ言語への変換    
実際のマークアップ言語での機能を表現する。 
現状では特筆すべきことはないが、附録の例では 
リンクや改行等が観察できる。 
 
5 5 5 5 あるべき処理手順への課題あるべき処理手順への課題あるべき処理手順への課題あるべき処理手順への課題    
 上記のように、同一の中間表現から異なる表示
デバイス向けの出力を得ることは成功した。しかし、
まだ人為的に書式を設定している部分が多く、か
つその設定が簡略化されていない。 
 特に、コンテンツ中の各要素の表示/非表示や
表示内容の分割は各要素の重要度やデータ量
から判断されるべきである。 
 幸い、重要度に関しては各要素の表示順序を
入れ替えることが目的ではあるが、Priority オプシ
ョンによって設定可能である。また、データ量に関
しても標準データ量あるいはフィードバック法によ
り得ることが可能である。 

 従ってこれらの値と表示デバイスの扱えるデータ
量を元にした表示判定は本来不可能ではない。
しかし、それらの設定のためにはすべての項目に
対して重要度を指定/計算する必要がある。しか
し、現状ではそれらを簡単にコンテンツ毎に指定
できるほど、コンテンツ依存の処理が系統的に分
類しきれていない。 
 とはいえ、重要度をコンテンツ中の記述から得よ
うとすれば、各要素そのものの重要度が反映され
ない。 
 例えば検索システムにおいて、重要語として検
索キーワードを適用するといったことが考えられる。
しかし、検索結果において、そのキーワードが含
まれない結果は重要ではないとみなされ、表示さ
れない危険性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10. 表示/非表示の判定での問題 
 
従って、今後中間表現の機能を充実させ、可読
性などの問題に取り組むために、認識・書式設定
等の処理を分類し、簡便にそれらを設定・処理で
きるようにすることが急務といえる。 
 
6 6 6 6 おわりにおわりにおわりにおわりに    
複数デバイスを対象としたコンテンツ変換のた

めの中間言語を試作、実験を行った。中間言語と
しては、意味を基準とした表現を目的としているた
めＸＭＬをベースにしている。しかし、現時点では
いまだ仕様が流動的であり、ＤＴＤを定義できるよ
うな状態には至っていない。また、中間言語に必
要な機能は大まかに表示・意味・機能・書式など
に分けて考えられる。しかし、現状では html のよう
にタグ名として機能や書式を表す表現が残ってお
り、意味の部分と機能の部分が記述として分離し
ていない。そのため、双方同時あるいは一つの表
現に複数の機能を持たせるような場合の表現方
法に問題がある。 
 動的コンテンツを変換するための手法として標
準データ量法及びフィードバック法を提案したが、
いずれも問題点を残しており、より改善された手
法が要求される。 
 また、コンテンツの分割位置の問題からわかるよ
うに、PC向けの表示であるHTML文書は決してコ
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ンテンツ自体ではなく、ＰＣ向けに調整・変換した
表示でしかない。 
 この視点に立つならばＰＣというデバイスに依存
する“ページ”にこだわらず必要に応じて複数の
PC 向けコンテンツから携帯向けコンテンツを作る
ような処理を追加する必要がある。    
 今後は、未実装のタグや可読性に関わる処理の
表現など中間表現の仕様の充実と共に、標準デ
ータ量法とフィードバック法の実装と比較やプライ
オリティ法との併用による表示判定の試験及び内
容把握・認識・書式設定部分の整理し、設定を容
易にすることが目標であろう。 
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附録１附録１附録１附録１    ＰＣ向けＰＣ向けＰＣ向けＰＣ向け htmlhtmlhtmlhtml    
<HTML> 
<HEAD> 
<TITLE>検索結果画面</TITLE> 
</HEAD> 
<BODY bgcolor=#ffffff> 
<TABLE BORDER=0> 
<!-- From here the user's function --> 

<TD BGCOLOR=#d1dfe3>検索キーワード</TD> 
<TD>  </TD> 
<TD>情報</TD> 
<TR> 
<TD BGCOLOR=#d1dfe3>検索条件</TD> 
<TD>  </TD> 
<TD>すべての語を含む</TD> 
<TR> 
<TD BGCOLOR=#d1dfe3>表示設定</TD> 
<TD>  </TD> 
<TD>10 件 / ページ</TD> 
<TR> 
</TABLE> 
<HR>該当するデータは 9921 件です  1 / 993 ページ 
<BR> 
 
中略 
 
<TABLE BORDER=0> 
<TD BGCOLOR=#d1dfe3></TD><TD BGCOLOR=#d1dfe3>順
位 </TD><TD BGCOLOR=#d1dfe3> 適 合 度 </TD><TD 
BGCOLOR=#d1dfe3>件名</TD><TR> 
<TD><A 
HREF="./more_print_j.cgi?sid=115799&num=10&st=1&cnd=and&
key=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4893840894" TARGET = 
"_new"><IMG SRC="../images/another.gif" BORDER=0 
HEIGHT=16 WIDTH=16></A></TD> 
<TD>1</TD><TD>99</TD><TD><A 
HREF="./more_print_j.cgi?sid=115799&num=10&st=1&cnd=and&
key=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4893840894">[富田信男. 情報と社
会変動. 東京, 北樹出版. 1989, ]</A></TD> 
<TR> 
<TD><A 
HREF="./more_print_j.cgi?sid=48358&num=10&st=1&cnd=and&k
ey=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4495153315" TARGET = 
"_new"><IMG SRC="../images/another.gif" BORDER=0 
HEIGHT=16 WIDTH=16></A></TD> 
<TD>2</TD><TD>99</TD><TD><A 
HREF="./more_print_j.cgi?sid=48358&num=10&st=1&cnd=and&k
ey=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4495153315">[古賀智敏. 情報監査
論. 東京, 同文舘出版. 1990, ]</A></TD> 
 
中略 
 
<TD>10</TD><TD>97</TD><TD><A 
HREF="./more_print_j.cgi?sid=18451&num=10&st=1&cnd=and&k
ey=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4171910005">[国土庁計画・調整局
総務課国土情報整備室編. 国土情報のあらまし. 東京, 大蔵省
印刷局. 1992, ]</A></TD> 
<TR> 
</TABLE> 
<HR> 
<!-- End of the user's function --> 
 
<TABLE BORDER=0> 
 <TD><A HREF="../index_j.html"><IMG 
SRC="../images/search.jpg" BORDER=0></A></TD><TD><A 
HREF="../help_j.html"><IMG SRC="../images/help.jpg" 
BORDER=0></A></TD> 
</TABLE> 
</BODY> 
</HTML> 
 

附録２附録２附録２附録２    中間表現中間表現中間表現中間表現    
<code> 
 
<plane minimam_cap=10>該当するデータは 9921 件です  1 / 
993 ページ</plane> 
<plane max_cap=10>HIT:9921 
<page_area><now_page>1</now_page>/<page_num>993</page_nu
m></page_area></plane><br/> 
 
<page_link target=next> 
<url>search_j.cgi?key=%8f%ee%95%f1&cnd=and&num=10&st=11</u

①②③ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

① 

② 

④ 
③ 

研究会Temp 
－69－



 8 

rl> 
<img minimam_cap=10>../images/right.gif</img> 
<text max_cap=10>[次項]</text> 
</page_link> 
<br/> 
 
<result_list label=off cut_page_limit=10 def_size=60> 
<link> 
<text comp_row_limit=10><auth label=off>富田信男</auth> 
<title label=off priority=high>情報と社会変動</title> 
<publ label=off>東京, 北樹出版</publ> 
<year label=off>1989, </year> 
</text> 
<url>more_print_j.cgi?sid=115799&num=10&st=1&cnd=and&key=%
BE%F0%CA%F3&ISBN=4893840894</url> 
</link> 
<link> 
<text comp_row_limit=10><auth label=off>古賀智敏</auth> 
<title label=off priority=high>情報監査論</title> 
<publ label=off>東京, 同文舘出版</publ> 
<year label=off>1990, </year> 
</text> 
<url>more_print_j.cgi?sid=48358&num=10&st=1&cnd=and&key=%B
E%F0%CA%F3&ISBN=4495153315</url> 
</link> 
 
中略 
 
<link> 
<text comp_row_limit=10><auth label=off>国土庁計画・調整局総
務課国土情報整備室編</auth> 
<title label=off priority=high>国土情報のあらまし</title> 
<publ label=off>東京, 大蔵省印刷局</publ> 
<year label=off>1992, </year> 
</text> 
<url>more_print_j.cgi?sid=18451&num=10&st=1&cnd=and&key=%B
E%F0%CA%F3&ISBN=4171910005</url> 
</link> 
</result_list> 
</code> 
 

附録３附録３附録３附録３    iiii モード用出力モード用出力モード用出力モード用出力    
HIT:9921 1.1/993*1<br> 
<a 
href="i-search_j.cgi?key=%8f%ee%95%f1&cnd=and&num=10&st=11
">[次項]</a> 
<br> 
<form>(1)<a accesskey="1" directkey="1" NONUMBER 
href="i-more_print_j.cgi?sid=115799&num=10&st=1&cnd=and&ke
y=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4893840894"></a><textarea rows=1 
cols=11 >情報と社会変動 
富田信男 
東京, 北樹出版 
1989, 
</textarea><br> 
(2)<a accesskey="2" directkey="2" NONUMBER 
href="i-more_print_j.cgi?sid=48358&num=10&st=1&cnd=and&key
=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4495153315"></a><textarea rows=1 
cols=11 >情報監査論 
古賀智敏 
東京, 同文舘出版 
1990, 
</textarea><br> 
 
中略 
 
 (0)<a accesskey="0" directkey="0" NONUMBER 
href="i-more_print_j.cgi?sid=18451&num=10&st=1&cnd=and&key
=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4171910005"></a><textarea rows=1 
cols=11 >国土情報のあらまし 
国土庁計画・調整局総務課国土情報整備室編 
東京, 大蔵省印刷局 
1992, 
</textarea><br> 

<hr>数字キーでリンクします。<br> 
 

附録４附録４附録４附録４    ezWEBezWEBezWEBezWEB 用用用用 hdmlhdmlhdmlhdml    
<HDML VERSION="3.0" MARKABLE="TRUE" TTL="0"> 
<DISPLAY> 
 HIT:9921 1.1/993*4<br> 
<A task="GO" 
DEST="ez-search_j.cgi?key=%8f%ee%95%f1&cnd=and&num=10&st
=11">[次項]</A> 
<br> 
<A accesskey="1" task="GO" 
DEST="ez-more_print_j.cgi?sid=115799&num=10&st=1&cnd=and
&key=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4893840894"></A> 
<A TASK="GO" DEST="#comp1">情報と社会変…</A><br> 
<A accesskey="2" task="GO" 
DEST="ez-more_print_j.cgi?sid=48358&num=10&st=1&cnd=and&
key=%BE%F0%CA%F3&ISBN=4495153315"></A> 
<A TASK="GO" DEST="#comp2">情報監査論 
…</A><br> 
<A accesskey="3" task="GO" 
DEST="ez-more_print_j.cgi?sid=33621&num=10&st=1&cnd=and&
key=%BE%F0%CA%F3&ISBN=433902273X"></A> 
<A TASK="GO" DEST="#comp3">経営情報系の…</A><br> 
<A task="GO" 
DEST="ez-search_j.cgi?cnd=and&ct[1]=&ct[2]=&ct[3]=&ct[6]=&c
t[7]=&ct[8]=&en[4]=&key=%8f%ee%95%f1&num=10&sn[4]=&mg_pag
e=Auto_page2">Auto_page2</A><br> 
<A task="GO" 
DEST="ez-search_j.cgi?cnd=and&ct[1]=&ct[2]=&ct[3]=&ct[6]=&c

&num=10&sn[4]=&mg_pag

task="GO" 
&ct[2]=&ct[3]=&ct[6]=&c
&num=10&sn[4]=&mg_pag

変動 

 

の情報科学 

⑤ 

⑦ ⑥ 

⑧ 

②③ 

④ 

⑧      ⑦ 

⑤ 

②③ 

④ 

⑥ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
t[7]=&ct[8]=&en[4]=&key=%8f%ee%95%f1
e=Auto_page3">Auto_page3</A><br> 
<A 
DEST="ez-search_j.cgi?cnd=and&ct[1]=
t[7]=&ct[8]=&en[4]=&key=%8f%ee%95%f1
e=Auto_page4">Auto_page4</A><br> 
</DISPLAY> 
<DISPLAY NAME="comp1">情報と社会
富田信男 
東京, 北樹出版 
1989, 
</DISPLAY> 
<DISPLAY NAME="comp2">情報監査論
古賀智敏 
東京, 同文舘出版 
1990, 
</DISPLAY> 
<DISPLAY NAME="comp3">経営情報系
菊池豊彦 
東京, コロナ社 
1990, 
</DISPLAY> 
</HDML> 
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